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論 文 内 容 の 要 旨
本稿 は、論 者がイ ン ドネ シア共和 国北 スマ トラ州 の州都 メダ ン市 において、そ こで生活 す る
トバ ・バ タ ックの移民社会 を対象 に実施 した調査 を もとに作成 した もので あ る。調 査期 間 は
1995年 以来4回 、合計 でお よそ1年 にわた る。調査 は特 に結婚儀礼を対象 とし、そ こか らトバ ・
バ タ ックの多元的 な価値 観、世界観 の構造を具体的 に明 らかにすることを試みた。 トバ ・バ タッ
クは、1861年 に始 ま る ドイ ツの ライ ン伝道協会 による伝道活動 を通 して キ リス ト教 を受容 し、
今 日ではその90%が ク リスチ ャンであ るといわ れ る。 しか し同時 に、 イ ン ドネ シアにあ って
「アダ ッ ト」 とよばれ る伝統的 な価値観、世界観 は、彼 らの社会生活 の上 で根強 い拘束 力 を持
ち、また関心の対象 とな ってい る。今 日で も彼 らの間で盛んに行われている儀礼活動 は、 その
ことを最 も顕著 に示す例 であ ると言 え よう。一言 で言 って しまえ ば、彼 らは トバ ・バ タックで
あ りつつ ク リスチ ャンで もある。本稿 は、 トバ ・バ タックの意識 の中における両者の関わ りを、
「並 行」「補完」「葛藤」 とい った様 々な局面 において ダイ ナ ミックに捉 え る ことを試 み る。 そ
して近年 メ ダ ン市 にお いてア ダッ ト的儀礼が 「復興」の きざ しを見せて いるとい う事実 をふま
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え 、 何 が そ の原 動 力 とな って い るか とい う点 を 、従 来 か ら指 摘 され て きた都 市 社 会 の社 会 的 環
境 と い う要 因 と と もに 、 トバ ・バ タ ックの間 で保 持 さ れ て い る 「デ ィナ ミズム 」的 感 覚 とい う
要 因 に求 め る こ とを試 み る。 また 、 トバ ・バ タ ッ ク の エ ス ニ ッ ク ・チ ャー チHKBPが 、 創 造
神 ム ラ ジ ャデ ィ ・ナ ・ボ ロ ンや祖 霊 へ の信 仰 を厳 しく取 り締 ま っ た一 方 で 、 この 「デ ィナ ミズ
ム」 的 感 覚 に は存 続 の余 地 を残 した理 由 に関 して も考 察 す る。
序章 理論 的考察
J.C.VergouwenやJ.Warneckに 代表 され るイ ン ドネ シア独立以前 のバ タ ック文 化 の研究 は、
彼 らの アダッ トの世界そ れ自体 をスタテ ィックに記述す る ことを狙 いと した ものが多 か った。
しか し独 立後 ⑱イ ン ドネ シアにおける急速 な社 会変 動 の中 で、 研究 の主 流 はそ こに何 らか の
「変化」 を見 る立場 へ と移 ってい った。E.M.Bruner,S.Rodgersら の欧米 の研 究者 は、 バ タ ッ
クの アダ ッ トが都市社会 の環境 や 「近代化」 の進展 に対 して発揮す る柔軟 な 「適応力」 に注 目
した。 またBrunerは 、 はその よ うに して アダ ッ トが都市社 会 で維持 され る原 因を エ スニ ック
な アイ デ ンテ ィテ ィと関連付 ける非常 に鋭 い指摘 をか な り早い時期 に行 った。 しか しア ダッ ト
は単 に柔軟 な適応力 を もって生 き延 びたばか りではない。先 に挙 げたアダッ ト的儀礼 の 「復興」
を は じめ、 その現実 の姿 は、他 の価値観 、世界観 とりわけキ リス ト教のそれ との ダイナ ミック
な関係 の中 で しか捉 る ことので きない ものであ る。山本春樹 はキ リス ト教受容 によ りアダッ ト
の被 った影響 を 「解体 と再生」 とい うダイナ ミックなプ ロセスと して把握 す ることを提唱 して
い る。 しか し本稿 では、山本 が歴史的 プ ロセス として両者 のダイ ナ ミズムを把握 しよ うと試 み
たの に対 して、む しろそれぞれの トバ ・バ タ ックの意識 の中におけるダイ ナ ミズムど してそれ
を捉 え直 して みたい。そ うす る方 が、ア ダッ ト的儀礼 の 「復興」 あるいは 「再生」 の原動力 に
迫 ることがで きる と考 え るか らであ る。
もち ろん、 ア ダッ ト的儀礼 はもはや換骨奪胎 され、「形式化」 し 「伝統 芸術 」 と して存 続 し
てい るに過 ぎない とす る見方 もあ る。確 かにそ こで かって行われて いた創造神 や祖霊へ の祈 り
は、教会 による禁止や トバ ・バ タック自身 の ク リスチ ャンと しての 自覚 の高 ま りと共 に影 をひ
そめっっ ある。 しか し、馬渕東一 がア ダッ ト的土地所有権 とい う一見極 あて世俗的 な問題 に関
して、実 は土地 とその所有集団 の間 に 「呪術的 ・宗教的」な絆 が想定 されてい るのだ とい う事
柄 を明 らか に したのと同様 に、バ タックのアダ ッ ト的儀礼 の基軸 となって い る姻族 間 の関 係、
そ してそれ を表現す るたあの様 々な象徴財 も、 その宗教的側面 か ら理解 す ることが必要 なので
はないか、 とい う立場を本稿 では とる。そ して そのよ うな側面 を言い表 す ため の概 念 と して、
「デ ィナ ミズム」的態度 もし くは感覚 とい う概念 を宗教現象学者 フ ァン ・デル ・レー ウか ら採
用 したので あ った。一定 の対象 の中に自 らの生 を左右す るよ うな 「力」を見 出す が、その力 に
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関 して理論的体系的 に語 ることをせず、 ただ適切 な仕方で それを取 り扱 お うとする態度、 と要
約で きる レー ウの定義 は、 トバ ・バ タックのアダ ヅ ト的儀礼や そこに表現 される姻族間 の絆 を
概念化す るために非常 に有効 なのであ る。
第一章 社会 的背景
本稿 で取 り上 げ るメ ダ ンの トバ ・バ タック社会 は、決 して孤立 した社会 ではない。彼 らはイ
ン ドネ シア とい う国 民国家の中で、他の民族 と日常的 に交流を持 ちなが ら生活 している。アダッ
トとキ リス ト教 の関 係を考察す るに あた って も、 このよ うな背景 を無視 して両者の関係 だ けを
取 り上 げ ることはで きな いであ ろう。
そこで本章 ではまず、・イ ン ドネシアの国家体 制 にお けるアダ ッ トと国家公認 の五宗教 との関
連を、結婚登録 をあ ぐる二っの裁 判の事例 を通 して とりあげた。イ ン ドネシアでは1974年 に制
定 され た結婚法 によ って結婚の登 録が義務 づ け られてい る。 しか し建国五原則や憲法 にお いて
宗教を土台 とした国造 りを宣言 して いる現在 のイ ンドネ シアでは、特 に1978年 の国策大綱 にお
いてイ ス ラム、プ ロテス タ ン ト、 カ トリック、仏教 、 ヒンドゥの5っ が国家公認 の宗琢 とされ
て以降 、 これ らの どれか に基づいた手続 きが行われない限 り結婚 の登録 は拒否 される ことが多
い。本章 で取 り上 げるの は、 その よ うな登録 所の態度 を不満 として訴 えた裁判 の事例 で あ る。
しか し裁判 の過程 の検討か ら明 らか になるよ うに、 エスニ ックな アイデ ンテ ィティと結 びつ い
たアダ ッ ト的結婚 にはなお根強 い社会 の支持が見 られ、国家 として もそれ を無視する ことは不
可能 であ る。つ ま りイ ン ドネ シア国家 自体が、 こと宗教 とアダッ トの関係 に関 しては多元的 な
対応 をせ ざるをえ ない状況 にあるといえるので ある。
また、 メダ ンとい う都市 の持っ民族構成上 の特徴 も考慮す る必要 があ る。メダ ン市 は19世 紀
の後半 、 オ ランダ人資本家 の経営す る タバ コのプ ランテ「シ ョンを経済的基盤 とし、イ ンドネ
シア各地か らの移民 を受 け入 れて成立 した 「移民 の町」で あ り、かっ圧倒 的多数を誇 る民族集
団の存在 しない 「マイ ノ リテ ィ達 の町」で もあ る。 トバ ・バ タ ックはメダン市第二の人 口を擁
す る民族集団 であ るが、それで も全 人口のおよそ14%を 占めるに過 ぎない。かか る都市環境 に
あ って 、彼 らの アダ ッ トも トバ ・バ タ ックばか りに囲 まれて暮 らして いた村落部 と同様 ではあ
りえな くな ってい る。 この アダ ッ トの存続 を困難 に してい るとしか思われな い都市環境 が、逆
にその促 進要因 となって いると論 じた のはBrunerで あ った。っ ま り、 メ ダ ン市 にお け る他 民
族 との接 触交流が民族的 自覚を高 め、 それが アダ ッ トへ関心 を寄 せ る要因 となった とい うので
ある6こ れ は注 目すべ き見解で あるが、具体的にアダットのどのような部分が関心の対象 となっ
たのか、 とい う点 に関 し更 に考察 を要す ると思われ る。
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第二 章 文化 的背景
本章 で は、 トバ ・バ タックの世界観 、価値観 の基盤 となって いる二 っの体系 として のアダ ッ
トとキ リス ト教 を個別 に取 り上 げ、その特徴 を明 らかにす ると共 に、それ らそれ ぞれの うちに
多元性 を可能 にす る要 因を探 る。
植民 地時代 の研究 か らは、 トバ ・バ タックのアダ ッ トが、親族 体系を中心 に した社会的側面
と霊魂 の死霊 の観念 に関わ る宗教的 な側面 とを持 ち、 しか も両者 が切 り離 しがた く結 びっ いた
様子 が見 うけ られ る。 トバ ・バ タ ックの親族体系 において は、外婚の単位 で もあるマルガ とい
う父系 の 出自集団 が表現 す る、伝統 的な祖先 シ ・ラジャ ・バ タ ックか ら今 日まで続 く縦 のっ な
が りと、非対称的 な婚姻形態 によ って結 ばれた妻 の与 え手 マルガ 「フラフラ」 と、妻 の受 け手
マル ガ 「ボル」 の姻族 関係が表現 す る横 のっ なが りが重要 である。キ リス ト教受容以降、アダッ
トの特 に霊魂 や祖先 の観 念 に関わ る部分 に対 して厳 しい制限が加 え られ るに伴 い、結果 として
この社会的側面 が強調 され るようにな った。 とはいえその社会的っ なが り、特 に姻族関係 が儀
礼 と深 く結 びっいてい ることを忘れて はな らない。それ こそが トバ ・バ タックの親族体系 の維
持 に動機 づ けを与 えてい るので ある。 そ してその儀礼生活 を見 るな ら、 そこで は姻族 、っま り
妻 の与 え手集 団 と妻 の受 け手集団の間 に前者 が後者 の幸 凶を左右 しうるよ うな絆 が想 定 され 、
その観念 に基 づいた祝 福 の所作が儀 礼の中核 をな してい ることに気づ く。米、豚 、鯉 な どの象
徴財、 あるい は トル トル とい う伝統 的踊 り、そ して何 よ りもウロスとい う伝統的 な布 、 これ ら
の儀礼 に不可欠 な アイテ ムは、全てその絆 の確認 と祝福 の表現 とい う脈絡 において用 い られて
いるので あ る。 とすれば、 トバ ・バ タックの アダッ トはキ リス ト教 との共 存によ ってその姿 を
変 えたが、それを直 ちに世俗化 とみなす ことがで きるか どうか には疑問があ る。
また、 トバ ・バ タ ックの多 くが その会員であ るエスニ ック ・チ ャーチ、プ ロテス タン ト・バ
タック ・ク リスチ ャ ン教会(HKBP)は 、当初 ドイ ツの ライ ン伝道教 会 の指 導下 にあ ったが 、
二っ の世界大戦 を通 して ドイッの影響力が低下 す るなかで、次第 に 「トバ ・バ タ ックの教 会」
とい う色彩 を濃 く して い った。 と りわ けキ リス ト教諸 派 の伝 道 活 動 が盛 ん に な って以 降 、
HKBPは 「アダ ッ トの守護者」 と自 らを位置づ け、 そのことを もって他教会 にない 「売 り」 と
して い る面 が ある。逆 に、HKBPの イ ン ドネ シア全体 をカバ ーす るネ ットワー クは、点在す る
トバ ・バ タ ックた ちを一っ のネ ッ トワークにっ な ぐために欠 かす ことので きないもの とな って
いる。 この よ うに して両者 の聞 には一種の補完的な関係 が成立 しているが、 それが可能 であ る
のは、前述 の姻族 間の絆 に関す る観念 およびそれ に基づいた祝福 の実践 に対 してキ リス ト教 が
それを黙認 してい るか らに他 な らない。 もしこの部分 を攻撃するな ら、 トバ ・バタックのナダ ッ
ト的人間 関係 は崩壊 し、 エスニ ック ・チ ャーチの存立基盤 も危 うくなって しまいかねないので
ある。
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トバ ・バ タ ッ クの ア ダ ッ トとキ リス ト教 の関 係!こつ いて ・ 今世 紀初 頭 の トバ ・バ タ ック社 会
を観 察 したVergouwenは 、 ア ダ ッ トの持 って い た ア ニ ミズ ム的 側 面 が 教 会 の 攻 撃 に よ っ て 姿
を 潜 め た の に対 し、 妻 の 与 え手 集 団 や ウ ロス の持 つ力 の観 念 とい っ た デ ィ ナ ミズ ム的 側 面 は な
お そ の力 を失 って い な い と述 べ て い る が 、 この こ とは そ の ま ま今 日 の状 況 に もあ て はま る よ う
に思 わ れ るの で あ る。
第三章 結婚 のプ ロセスにおけるアダ ッ トとキ リス ト教
トバ ・バ タ ックの儀礼生 活の中で、 アダ ッ トとキ リス ト教 が どのよ うな結 び合 って いるかを
具体 的 に検討 した研究 はこれ まで存在 しない。 ここで本章で は、ア ダッ ト的 にもキ リス ト教 的
に も非常 に重要 な意義 を持 っ結婚を め ぐって行われ る諸儀礼の中か ら両者 の関係を明 らか にす
ることを試 みる。
第 一節 「は じめ に」で は、Jodohあ るい はRongkapnitondiと い う観 念 を手 が か りに、 今
日の若 い トバ ・バ タ ックに とって も、結婚 によ って結 ばれる絆 は単な る両者 あるいは両家 の合
意 を超 えた 「運 命」や 「神」 に根拠付 け られ るもので ある とい うことを論 じた。
第二節 「マル ンジュ ッ婚 のプ ロセスにおけ るアダッ トとキ リス ト教」で は、普通 の望 ま レい
形 で結婚 のプ ロセスを分析 の対象 とし、そ こにキ リス ト教 とアダ ッ トの 「並存」関係 を指摘 し
た。先 ず第一 に、何 を もって結婚 の成就 と見なすか、 とい う点 において、今 日の多 くの トバ ・
バ タ ックは新婦側親族 に よるアダ ッ ト的な形での祝福 と、キ リス ト教的 な祝福 とを共 に泌要 で
あ ると考 えて いる。そ して また、 これ らの二っの祝福儀 礼へ向けて行 われる小儀礼の配置を比、
較 して みて も、 ネ ゴシエー ション→公表→祝福 とい う手 続 きが二 っの脈絡 で並行 して進 め られ
る様 を窺 うことがで きるので ある。
第三節 「マ ンガル ア婚 のプ ロセスにおけるア ダッ トとキ リス ト教」 で は、何 らか の事情 で第
二節 のよ うな形 での結婚 がで きなか った場合 に行 われ る、 いわば 「駆 け落 ち」婚 のプ ロセスを
取 り上 げた。 これ は望 ま しくはないが一応 ア ダッ トで認 め られ た結婚の方法 であ りその点 で勝
手 な結 婚 マルバ ガス ・ロバ ロバ とは区別 され る。 この形式 の結婚で は、家か ら逃 げ出 した女性
はまず男性側 の教会 で祝福 を受 けて しまい、夫婦 として生活 を始 める。 それか ら必要 であれば
時間 をかけて女性側 の家 との関係を修復 し、和解の儀礼 をお こな った後、改めてその親族 か ら
ア ダッ ト的 な祝福 を受 けるので ある。っま り、 マル ンジュッ婚 にあ って並行 して進 め られて い
た二 っめプ ロセス、特 に祝福 の式 が、 このマ ンガルア婚 で は時間的 に前後 して行われ るとい う
特徴 を指摘す る ことがで きるのであ る。
これ らをふ まえた上 で、第 四節 「おわ りに」 では、 その時間的ずれが何に由来す るか をマ ン
ガル ア婚 をお こな った理 由 に関す る調査 を手 がか りに考察 し、 そ こか らさらに次章で考察すべ
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き問題点 を抽 出 した。実 は今 日、 トバ ・バ タ ックの カ ップルがマ ンガルア婚を選択 す る理由 と
して最 も多 いの は、経済的問題で ある。確か にアダ ッ ト的な祝福 の儀礼 にあって は、姻族 間で
と りか わす料理 、肉、布 など大量 の象徴財を準備す る必要 があ り、また、様々な親族 をで きる
だ け遺漏 な く招 待す る ことが望 ま しく、参列者 は普通数百 人 に達 す る。 ア ダッ ト的儀礼を誰 も
が満足 す るよ うな形 で行 うためには、 これ に関 して妥協す ることは望 ま しくな い ことで あ る。
それ ばか りか、近 年 これ らの面で アダ ッ ト的 な儀礼 は規模 を拡大 す る傾 向さえ見せて いる。 こ
のよ うにアダ ッ ト的 な儀礼 にあっ ては、具体的 な象徴財や参列者 の有無 が儀礼の成否 を左右す
る本質 的な事柄 と見 なされ るのに対 して、キ リス ト教式の祝福 の儀礼 にあ って は これ らは必須
の要件 で はない。マ ンガルアは、 このよ うな両者の性格 の違 いを うま く利用 した結婚 のスタイ
ルなのであ る。
第 四章 都市社 会 にお けるアダ ッ トとエスニ ック ・チャーチ
本章 にあ って は近年 のメ ダン市 において トバ ・バ タ ックの結婚式 に顕著 ない くっか の傾向 を
取 り上 げ、 それを アダ ッ トとエスニ ック ・チ ャーチのダイ ナ ミズムとい う視点 か ら分析す るこ
とを試 みた。
まず、都市 の多民族的環境 の中で 「マイノ リテ ィ」 と して生活 す る トバ ・バ タックが、結婚
のよ うな大規模 な儀礼 を行 うために欠 かせ ないエスニ ックな互助組織の問題 を取 り上 げ る。 こ
の互助組織 には大 き く分 けて①地域互助組織 と②同マルガ組織の二種類がある。都市社会にあっ
て、前者 はアダ ッ ト的 カテ ゴ リーの ドガ ン ・サ フタ(同 じ村 の人々)、 後者 はボル や フ ラフ ラ
とい った儀礼の執行上欠 かす ことので きない集団 の人 々 と日 ごろか ら接 触を保 っ機会 を与 えて
くれ る。本章 で は これ らの組織 の具体的活動 の中でアダッ トとキ リス ト教、特 に彼 らのエスニッ
クチ ャーチであ るHKBPと の関 わ りの考察 を試 みた。 その結 果 、 これ らの組合 はア ダ ッ トに
根差 し、その儀礼 執行 のために存在 している と言 える一方で、今 日、 エス ニ ック ・チ ャーチ と
の関わ りを抜 きに存続 しえない ことが明 らか にな った。 それ らの組織の定期 的な集会 はキ リス
ト教 の祈祷会(パ ル タギアガ ン)の 形式で行わ れる ことが多 いか らであ る。集会 に公式性 を持
たせ よ うとす る場 合、 それをア ダッ ト的 に公式 とす る ことは費用や参加人員の面 で困難 だか ら
で ある。 この よ うに して今 日ではキ リス ト教 がエスニ ックな組織へ の帰属の要件 とな りっっあ
る。 ここに もマ ンガルアの場合 と同様 の、 ア ダッ トとキ リス ト教 の補完的関係 を見 いだす こと
がで き る。
また、 もともと合 同で組織を構 成 していたが近年 ク リスチ ャンの組織 とムス リムの組織 に分
裂 して しま った事例 の分析 によって、両者 の分 裂の原因 にな ったのが教義的対立で はな く、 ト
バ ・バ タ ックのア ダ ッ ト的儀礼 にお いて重要 な象徴財 の一っ であ る豚 をめ ぐる両者 の解釈の違
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いが深刻 な対立 の もとにな って～、る ことが明 らか とな った。 この組織 が儀礼的側面で の互助を
目的 と して いる以上 、象徴財 をめ ぐる対立 は共存 を困難 にす るのであ る。
さ らに近年 トバ ・バ タ ックの結婚式 に顕著 な傾 向 として次 のよ うな事柄 を指摘す る ことがで
きる。
(1)ウ ロスについて。 ウロスとは、 トバ ・バ タックの伝統的 な布であ り、 アダッ ト的 な儀礼
にお いては フラフラによるボルの祝福 に ともな って贈 られ る最重要の象 徴財 である。結婚儀礼
にあって も、新婦 側の親族か ら新郎側 の親族 および新郎新婦 に祝福 と共 にこの ウロスが贈 られ
る。 そ こで贈与 され るウロスの数 はア ダッ トでの規定 によれ ば、数枚で充分 なはずで あ る。に
もか か船 らず、近 年、 その数が顕著 に増大 の傾 向を見 せて お り、数十枚か ら数百枚 の ウロスが
新婦側 か ら贈 られ ることが普通 にな ってい る。ア ダッ トの専門家 の中 には、 このよ うな傾 向に
危惧 の念 を表 す者 もあるが 、 しか しそれを とどめるには至 っていない。このような事態 はア ダッ
トを単 な る規範 と見 る見方 か らは説明 で きないであろ う。
② 招待状 について。 また、 メ ダン市 内に点在 している トバ ・バ タックを効率的 に式 に招待
す る手段 と して招待状 が印刷 され配 られ る習慣 が定着 してきている。この習慣自体は何 も トバ ・
バ タックに限 った もので はないが 、普通 トバ語 とイ ン ドネ シア語 のニ カ国語を用いて書 かれて
い る点 、 ウロスなどの象徴財 の絵 があ しらってあ る点 な ど独 自の特徴 も持 って いる。招待状の
トバ語 で書かれ た部分 で は、招待状 の受 け手 に対 してア ダッ ト的 な親族呼称で呼 びか けが なさ
れ、 また新郎新婦 の出 自に関す る系譜 的な情報 もあ る程度記 され る。一方 で招待状の表紙 など 、
に結婚 生活の心が けな どを説 いた聖書 の語句 が頻 繁 に引用 され るのに対 して 、伝 統的 な格 言
(ウ ッパマ)が そ こ引 かれた例 は全 く見 られない。っ ま り、 トバ ・バ タ ックの ア ダ ッ トの中 で
今 日彼 らの関心 を強 く引 いて いるのが特 に親族 体系 と象徴財の面であって、従来 ウッパマが担 っ
ていた道徳 的指針 の よ うな面 に関 して はキ リス ト教がそれ に取 って変わ りつっあ るとい うこと
が分か るのであ るb
(3)結 婚式場 につ いて。1970年 代以降、 メダ ン市 には トバ ・バ タ ックを主 な対象 と した結 婚
式場 の建設が始 ま り、 それ以前庭 などを利用 して行われて いた アダ ッ ト的結婚式 が現在 で はほ
とん どすべ て このよ うな施設 で行 われ るよ うになって いる。特別 な有力者の場合を除 いて ジャ
ワ人な ど大抵 の民族 が自宅で式 を行 うのに対 し、 トバ ・バ タ ックの場合、特別裕福 でな くと も
このよ うな式場 を利 用す るのが普通 であ る。その理 由 として考 え られるのは、 トバ ・バ タ ック
のアダ ッ ト的式 で は多 くの親族が一度 に集 ま る必要 がある こと、そ して アダ ッ ト的な式 の他 に
レセプ ションを行 う必 要が あること、である。後者 につ いて説明 を加え るな ら、 トバ ・バ タ ッ
クのア ダッ ト的な式 に参加 できる人間 は限 られてい る。 トバ ・バ タックで あ り、新郎 か新 婦の
親族 であ り、 ク リスチ ャンであ り、既婚 でな ければな らない。 そ こでメダ ンで はそ こへ参加で
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ない人 々のために レセプ シ ョンを行 うことが多 くな って いる。時間的負担 をで きるだ け軽 くし
て レセ プ ションを行 うため に考 え られたのが2階 建 ての式場で ある。 アダッ ト的 な式 において
は新郎新 婦 の居合 わせ ることが必要 であ る場面 はわずかで ある。 この ことを利用 して 、一階 で
ア ダッ ト的 な式 を行 ってい る間に二階で同時 に レセプ シ ョンを行 って しま うことが、仕事 に忙
しい トバ ・バ タ ック達 の間で は一 般的 にな りっっあ る。 このよ うな式お よび式場 はバ タックに
しか見 られ ない。 また、 これ らの式場 、特 に早 い時期 に建て られた ものの多 くが、教会 の敷地
内に教 会 を所有者 として建て られて いる。 ここには、キ リス ト教 が トバ ・バ タ ックのエスニ ッ
クpチ ャーチ として、 アダ ッ ト的な儀礼 を も抱 え込 んでい こうとして いる様を見いだす ことが
で きる。
終章 むす び
以上 の考察か らは、 トバ ・バ タックの儀礼生活 におけるアダッ トとキ リス ト教 の関係 にっ い
て、次 の よ うな諸局面 を取 り出す ことがで きた。 まずマル ンジュ ッ婚 のようにそれが① 「併存」
す る場 合が ある一方 で、何 らかの② 「相互関係」 の中にあること もある。更 に② にっ いては第
一 にマ ンガルア婚 の場合 の ようにa「 補完的」 であ る場合が ある。 そこでは 「内面的」側面 を
重視 す るキ リス ト教的 な祝福 の儀礼 が、象徴財 など 「外面的」側面を重視 す るがゆえに経済的
負担 の大 きいア ダッ ト的儀礼 を補 っていた。
しか し特 に注 目すべ きはb「 葛藤」の側面 であ る。本稿で は、山本春樹 が歴史的概念 として
用 いた 「解体 と再生」 を、個々の トバ ・バ タ ックが生 きる多元的 な価値観、世界観 の ダイナ ミ
ズムを理解 す るための概念 と して解釈 し直 し、両者 の 「葛藤」 を捉 えることを試 みた。今 日ク
リスチ ャンであ る トバ ・バ タックにとって、 アダ ッ トの中に見 られ る創造神や祖先 への崇拝 と
いった側面 は、 はっき り望 ま しくない側面 と して意識 されてお り、 これ らが正面 きって主張 さ
れる ことは滅多 にな い。 しか しその一方で、フ ラフラとボルの間 に結 ばれ る前者が後者 の幸凶
を左右 しうるよ うな絆の観念、 そ して象徴財 の交換 によるその絆 の確認、 あるいはウロスの贈
与 と共 に フラフラがお こな う祝福 などは、今 なお トバ ・バ タ ックの心 を強 く捉 えて いる。近年
のメ ダ ン市 にお いて見 られ る 「セ レモニア リズムの復活」 は、過去の創造神 や祖先へ の崇拝 の
復活 で はな く、 また単 な る形式化 した儀礼 の華美化 で もな く、 自 らの幸 凶を左右 しうる力 をフ
ラフラが持っ とい う、「ディナ ミズム」的感覚 に根 ざ した現象 なのである。
自 らを 「トバ ・バ タックの教会 」「アダ ッ トの守 護者 」 と位置 づ ける ことで他 の教 会 か ら差
別化を図 ってい るHKBPは 、その 「ディナ ミズム」的感覚 が体系だ って語 られ る ことが な く、
また祖霊のよ うな観念 と結 びっかない限 りにおいて、厳 しく追及せずにきた。エスニ ック ・チ ャー
チが依拠 してい るキ リス ト教の原理か らは、 トバ ・バ タックとい うエスニ ックな まとま りを形
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成す る原理 は決 して出て こないので あって、 そのまとま りに動機付 けを与 えて いる 「ディナ ミ
ズム」的感覚 に存在 の余地 を残 して お くことは必要 なので ある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、イ ン ドネ シア共和国北 スマ トラ州 メ ダン市 に居住す る トバ ・バ タックの価値観 や
世界観 の構造 を、彼等の結婚儀礼 に見 られ るア ダッ トとキ リス ト教 との関係 を手掛 か りに解明
した ものであ る。全体 の構成 は、理論的検討 を行 う序章 に始 ま り、4章 か らな る本論 、そ して
むす びにあた る終章 の全6章 か らな ってい る。
序章 において は 「理論的考察」 として、 まずオランダ時代以降現代に至 る各方面か らのバタッ
ク文化研究 の批 判的検討 が行 われ、多 くの研 究者 と同様、アダッ トと呼 ばれる伝統的な価値観 ・
世界観 の探究 がバ タ ック文化研究 の要点 とな ることを確認 す る。ただ しク リスチ ャンが90%を
占め るバ タ ックの現実を考慮す るな ら、ア ダッ トとキ リス ト教 とのダイナ ミックな関係 を トバ9
バ タックの意識 の中 に探 ることが最善 であ ると し、従来看過 されて きた方向か ら、論者独 自の
研究視角 が示 され る。か か る視角 は、土地所 有権 とい う一見極 めて世俗的 な問題を宗教的 な側
面 か ら解明 しよ うと した馬淵東一 の影響 を受 けた ものであ り、またそのよ うな側面 を表す概 念
として、宗教現 象学者 ファン ・デル ・レー ウの 「ディナ ミズ ム」の概念 が援用 されて いる。、本
章 にお ける、イ ン ドネ シア ・オ ランダを は じめ とす る多 くの研究者 の成果 を渉猟 した緻密 な研
究史検討 に は、論者 の理論的能力 が遺憾 な く発揮 されてお り、バ タック研究史 と して見 ただ け
で も興味深 い。
第一章 の 「社会的背景」 で は、 アダ ッ ト的 に もキ リス ト教的に も非常 に重要 な意義 を もっ ト
バ ・バ タ ックの結婚儀礼 の背景 を、イ ン ドネ シアの国家制度 と彼等 が居住す るメダ ンとい う都
市 の特性 か ら解明す る。まず前者 について、1974年 に制定 された結婚法以後、国家公認 の五 宗
教 でな され る結婚 のみが正 当な結婚 とみ なされ るイ ン ドネシアにお き、ア ダッ ト的結婚 に根強
い社 会的支持が ある点 が裁判記 録の事例か ら示 され、宗教 とアダ ッ トの関係 に対す る国家 の複
雑 な対応 の実態が示 され る。 また後者で は、 メダ ンの民族 構成上 トバ ・バ タックは第二位 の民
族 集団 であ りなが ら入口の14%に 過 ぎず、 これが彼等の アダ ッ トの存 続を一 見困難 に して い る
よ うに思わ れ るが、その実、都市社会 における民族的 アイ デ ンテ ィティの根拠 として強い関心
を集 あてい ることが指摘 され る。
続 く第二章 で は 「文化的背景」 として、初 めに トバ ・バ タ ックの価値観や世界観 の基盤 とな
るアダ ッ トとキ リス ト教 の文化的特徴 をそれぞれ明 らか にす る。オ ランダ時代の研究成果か ら、
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アダ ッ トには親族 体系 を中心 と した社会的側 面 と霊魂観 な どと関わ る宗 教 的側面 が あ る こと
が知 られて いるが、 キ リス ト教受容以後 アダ ッ トが世俗化 したとす る近年 の理解 に対 し、論者
は儀礼 の意味 を分析す ることか ら疑問 を呈す る。また トバ ・バ タ ックのHKBP(プ ロテス タ ン
ト ・バ タ ック ・ク リスチ ャ ン教会)が 「トバ ・バ タックの教会」を名乗 りエスニ ック ・チ ャー
チ として機 能 して いる実態 を併せ て示す ことで、 アダ ッ トとキ リス ト教 が一種 の補完関係 にあ
る ことを明 らか にす る。現在 の トバ ・バ タックにおいて、 アダ ッ トの もっていたアニ ミズム的
側面 がキ リス ト教 の影響 の もとに姿 を潜 めたのに対 し、 フラフラ(妻 の与 え手集団)や ウロス
(フ ラフ ラか ら祝福 の ため贈 られ る布)の もっ力の観念 とい ったデュナ ミズ ム的側 面 が なお そ
の力 を維 持 して いるとす る的確 な分析 には、論者 の粘 り強 い力量 が反映 され ている。
第三 章の 「結婚 のプ ロセスにおけ るア ダッ トとキ リス ト教」で は、まず、 トバ ・バ タ ックに
とって結 婚の絆が運命や神 に根拠付 け られて いる ことが示 され る。そ して通常 の望 ま しい結婚
であ るマル ンジュ ッ婚 と、駆 け落 ち婚 に相 当す るマ ンガル ア婚の儀礼 の過程の比較分析を通 じ、
前者 で はアダ ッ ト的祝福 とキ リス ト教的祝福 とが同 日に並行 して進 め られ るのに対 し、後者で
は とりあえずキ リス ト教的祝福 を済 ま して夫婦生活 を開始 し、後1;和 解 の儀礼を経て アダ ッ ト
的祝福 を得 た後 に初 めて公認 され るとい う、祝福 の時間的 ズ レが指摘 され る。論者 は特 に後者
の時 間的 ズ レに着 目 し、ア ダッ ト的側面が結婚儀礼 の本質的要素 とな ってい ることを明 らか に
して、近年 アダ ッ ト的儀礼 が規模拡大 している動 向に注 目す る。
第 四章 の 「都市社会 にお けるア ダッ トとエスニ ック ・チ ャーチ」では、論者の フィール ドワー
クの成果 に基 づ く分析が、 ア ダッ トとエスニ ック ・チ ャーチの ダイナ ミズム とい う視点か ら展
開 され る。まず初 め にアダ ッ トとキ リス ト教 は同 じく結婚を 「正式」 とす るための規範 として
の規制力 を持 ってい るが、前者の規制が 「外的」 な側面、即 ち儀礼 において取 り交わ され る象
徴財 や象徴的動作 な どに対 して意識 され るの に対 し、後者 は 「内的」 な側面、即 ち信仰心や道
徳心 といった文脈 で意識 され る傾向があ るとい う両者 の相違 が指摘 される。 しか し目を転 じて
近年顕著 な動向 と して指摘 され る、象徴財 と しての ウロスの枚数 が極端 に増加 して いる事例を
考察 す る場合 、 アダ ッ トを 「外 的」側面 を重視 す る規範 とす る観点 では説明不能 なことが確認
された。そ こで論者 はア ダ ッ ト分析の枠組 み と して、 これを宗教現象 として捉 え直す ことを試
み る。 その結果 ウロス授受 の行為の裏 に、 フラフラの もっ力や祝福 の際 になされ る力 の授受 を
明 らか に し、 これを フ ァン ・デル ・レーウの 「デ ィナ ミズ ム」概念 で把握 し、かか る動向 をア
ダ ッ トの 「デ ィナ ミズム的側面 の強調」 として把握す る ことの有効性 が主張 される。
終章 の 「むす び」で は、ア ダッ トとキ リス ト教 のせ め ぎ合 いの 中か ら生 まれたHKBPと い
うエス ニ ック ・チ ャーチ において、 エスニ ックなアイデ ンテ ィテ ィの根 拠 と して 「デ ィナ ミズ
ム」的感覚が重要 な意味 を もっ ことを示 す ことで これまで の議論が まとめ られ、今後 の課題 が
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述べ られ る。
本論文 は、 メ ダンとい う都市 社会 に居住 す る一 エスニ ック ・グループであ る トバ ・バ タック
にお け るア ダッ トとキ リス ト教の関わ りを、従来取 り上 げ られ ることのなか った、結婚 儀礼 を
手 掛か りに明 らか に した点 に独 自性 を もつ。分析 に際 して、 アダッ トを宗教現象 と位置付 けた
試み は斬新 で、説得力 の ある議論が展開 されて いる点 は極 めて高 く評価 で きる。 またオ ランダ
宗 教現象学派 の理論 的研 究か ら出発 した論者 の研究方法 は、 フィール ドワー クに基づ く一次資
料 のみ な らずオ ランダ時 代以降の文献資料を も広 く渉猟 し、両者を併 せて活用 している点 で高
い実証 性を もって お り、文献記 録を所持す る社会 に対す る宗教研究の質 の高 さを示す もの とい
え る。結婚儀礼以外 の他 の人生儀礼や社会生活 における調 査研究 を今後 の課題 として残 して い
るとはい うものの、 トバ ・バ タ ックの儀礼生活 の中で、 アダッ トとキ リス ト教 との関係を ここ
まで具体的 に検討 した成 果 は大 きな功績で あ り、それがイ ン ドネ シア研究のみな らず宗教学 ・
宗 教人 類学的研究 の学 問的発展 に大 いに寄与 す る ものであ ることは疑 いを入れない。
よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るにふ さわ し資格 を有 す るもの
と認め られ る。
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